
仙台市障がい者バレーボール連盟 部門紹介 

① 視覚部会（ フロアバレーボール ）  

• チーム構成: 1チーム 6人（前衛 3人、後衛 3人）で構成されます。 

• 役割の違い: 前衛の 3人はアイマスクやアイシェードを着用して何も見えない状態で、ボールの音や後衛からの声を

頼りにプレーします。後衛の 3人は見える状態で、前衛に位置や指示を出します。 

• コートとネット: 一般の 6人制バレーボールと同じコートを使用しますが、ネットは床から 30cmの隙間ができるように

張られています。 

• プレー方法: ボールを床の上で転がし、3打以内で相手コートへ打ち返します。 

競技の見どころ  

 フロアバレーボールは全盲や弱視の視覚障害者と健常者が一緒にプレーできるよ

うに考案された球技です。この競技の特徴は、チームの組織的な行動で繰り出され

る数々の戦術と圧倒されるほどのスピード感です。何も見えない状態の前衛と見え

る状態の後衛が互いに協力しながらプレーするので、チームワークが重要です。高

度な戦術、コート上を駆け抜けるボールのスピード、攻守がすばやく切り替わる試

合展開、本当に目が離せません。  

 

② 身体部会（ 座位バレーボール ）  

座位バレーボールは、下肢などに障がいのある選手が座ってプレーする 6人制のバレーボ

ールです。 

国際障がい者バレーボール連盟 （WPV）が定める規則に準じてラリーポイント制・5

セットマッチ（3 セット先取で勝利）で、6 人制バレーボールとほとんど同じルール

で行われます。 

床にでん部をつけた状態でプレーするため、コートの広さは一般のバレーボールコー

トよりも狭く（サイドライン 10m、エンドライン 6m）、ネットの高さも低く設定され

ています。（男子 1.15m、女子 1.05m）。 

サーブ、ブロック、スパイクなどの際は、立ち上がったり飛び跳ねたりして床からでん部が浮いてしまうとリフティ

ングの反則となりますが、レシーブの際だけ短時間のでん部の離床が認められています。また、サーブブロックも認

められています。 

 

③ 精神部会 

6 人制バレーボールコートを使用し、6 人制のルールに準じて行います。 

④ 知的部会 

6 人制バレーボールコートを使用し、6 人制のルールに準じて行います。 

⑤ 視覚部会 

6 人制バレーボールコートを使用し、6 人制のルールに準じて行います。 


	競技の見どころ

